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雪国の植物　ユキツバキ　28

幼苗の芽生に関する事例
石沢進

樹幹からの芽生

ユキツバキは、幹が毎年雪に圧されて横倒しになり、株

元が斜上しているのが普通で、地面から直立していること

は自然状態ではほとんどみられない。柿に、斜上した幹か

ら発芽することがある。奥胎内でみた樹幹からの発芽は、

若枝の枚数が樹林下でみられる衆生の1年目の状態とよく

似ている。一見して幹の上に発芽した衆生と思われるが、

幹の上に出てきた劫榎である（写真日。伏臥した幹から

の発芽は、樹林の下に入って注意擦くみると、比較的よく

みかける（写真2）。

写真1伏臥してコケむした幹からの発芽
幹の大きさ：幹の上においた嚢の大きさ　8．5cmで、幹

の直径と同長

北蒲原郡黒川村奥胎内　350m（20D4　9　3）

写真2　ユキツバキの幹からの不定芽傲カ所から発芽）
北蒲原郡黒川村奥胎内　350m（19611119：43年前
に撮影「現在道路で消滅）

地中の根からの芽生

毎年雪に圧されて地面に倒れた幹が、やがて地面に埋も

れて地下旬桂のようになることがある。埋もれた枝の先

に発芽していることがある。樹林の下で、集生のように見

える小首を掘りあげて調べると、地下に埋もれた恥、枝の

先の発芽である。樹林の下では、一見して衆生のように見

えるものも、無性胎に発芽している墟合が多い。

根部からの芽生

また、地上に発芽した幼苗には、まれに根の部分から発

芽していることもある。道路工事・地滑りなどで斜面の土

砂が取り除かれ、残った根の部分から新しく発芽した幼苗

をみかける。自宅に植栽したユキツバキ系品種では、側溝

を挟んで芽生え、明らかに根からの発芽とみられる（写真

3・4）。

写真3　側辞を挟んで芽生えたツパキの劫苗（写真左上が親木）
自宅（200410　30）

写真4　根からの幼苗の拡大（側溝の縁に発芽）
自宅（2004　用　30）
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　実生にみられる分枝

　ユキッバキの種子を蒔き、100個ほどの芽生えの中に

1個だけ実生の段階で枝分かれして発芽したものがある。

発芽の要因については不明であるが、実生の段階でテング

ス病にでも侵されたような印象を与える。
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写真5　1個の種子から7本以上発芽した枝条
　　　　　　　　　　　（実生の段階で枝分かれした幼苗）

新津植物資料室（2004　10　29：種子は長野県栄村産）

　　幹の切断部からの発芽（不定芽）

樹林下に繁茂しているユキッバキを伐採した後、切り口

から不定芽が多数生えることについでは、本誌16号7頁

で紹介した。切り口から芽生えた枝は、大きく生長する。

自宅に植栽したユキッバキ系品種では周囲で10．2cmほ

どの大きな枝に太っている（写真6）。

写真6　幹の切り口から芽生えた枝の生長

　　　　自宅　（20041030）

［参考］地中に埋った幹からの発根と発芽（栄養繁殖）

▲写真9・2傾斜地の上鶴から見た地下の幹からの発根

「栄村の自然を調べる　写真でみるユキツバキの一

生」（長野県下水内郡栄村教育委員会刊行）26頁か

ら引用

s写頁9－3同上




